



















































































1800 年以前には，アメリカの病院は 1751 年に設立されたペンシルヴェニア病院と，1791 年
に設立されたニューヨーク病院のふたつしかなかった。ある時点でどちらの病院も精神疾患
者を受け入れ始めたが，ニューヨーク病院は 1808 年に精神疾患者のための独立した建物を設
置するようになった。1783 年から 1813 年までペンシルヴェニア病院に勤務していたベンジャ
ミン・ラッシュ（Benjamin Rush）は，「アメリカ精神医学の父」と呼ばれている。ラッシュは
ペンシルヴェニア病院での経験をもとに，1789 年から 1798 年にかけて，５巻の『精神の病









医学的治療に関しては往診医師に委ねた。1800 年まで病院は小さく，1786 年末から 1790 年の
















疾患者施設長協会（ＡＭＳＡＩＩ：Association of Mental Superintendents of American Institutions 
for the Insane）が設立された。こうして 1860 年代までに，精神医学は医学界において名声と利
益をもたらし得る分野となった 7）。
国勢調査によれば，1890 年 6 月１日現在，アメリカには 119 の公立病院と 43 の私立病院，
合計 162 の病院に 74,028 人の精神疾患者が収容されていた。それが 1903 年 12 月 31 日現在，
226 の公立病院と 102 の私立病院，合計 228 の病院に 150,151 人の精神疾患者が収容されてい
た。州立病院のうち 1850 年以前に設立されたのは 20 で，それらは名称や場所を変えながらも
存続してきたようである。1850 年から 1859 年に 17 の病院が，1860 年から 1869 年に 18 の病
院が，1870 年から 1879 年に 26 の病院が，そして 1880 年から 1889 年に 33 の病院が設立された。
1880 年から 1890 年に病院に収容されている精神疾患者の数は，40,942 人から 74,028 人に増加
し，人口 10 万人当たり 81.6 人から 118.2 人に増加した。1903 年には病院に収容されている精
神疾患者の数は 150,151 人，人口 10 万人当たり 186.2 人に増加した。病院に収容されていない










典型的な精神病院の年間入院患者数は，1820 年の 31 人から，1870 年には 182 人になり，精
神病院の平均患者数は 57 人から 473 人になった。1870 年代にはすでに，患者数の増加に恐れ
を感じて精神病院の増設を望む声が絶えなかった。1880 年代以降，大部分の公立精神病院は，





































































医師助手（assistant physician）の 70 パーセントは，当時唯一存在していた精神科医の全国組織




















メリカ精神医学会（ＡＰＡ：American Psychiatric Association）に変更した 18）。
しかし，ＡＭＰＡは名称のみの全国組織であった。実際には，学会には知識や医療行為の
範囲を設定する権限も予算もなかった。唯一の機能は，1894 年以降年次大会を開催し，『ア
メリカ精神疾患雑誌（American Journal of Insanity）』を発行することであった。1930 年代まで
は，神経科医と精神病院の医師から混成される地方の協会や組織が，精神科医に実質的な影
響力を及ぼした。『アメリカ医学心理学会年次記録（Annual Proceedings of the American Medico-
Psychological Association）』には登録会員が記載されていたが，1896 年の記録では，アメリカ



































率が考えられる。国勢調査によれば，1903 年 12 月 31 日現在精神病院に収容されていた患者
の人種は，白人 140,312 人（93.4 パーセント），有色人種 9,839 人（黄色人種 78 人，先住民 27
を含む）（6.6 パーセント）であった。精神疾患者に占める有色人種の比率は地域によって大き
く異なり，それぞれの人口に占める精神疾患者の比率を反映しているわけではない 23）。
白人の入院患者 140,312 人のうち，アメリカ生まれは 90,297 人，外国生まれは 47,078 人，
不明は 2,937 人であった。出生地が判明している白人入院患者のうち，65.7 パーセントがアメ
リカ生まれで，34.3 パーセントが外国生まれであった。精神病院の患者はすべて 10 歳以上で
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あったため，年齢による不公平を考慮して 10 歳未満の子供を除外すると，1900 年時点で 10
歳以上の全白人人口のうちアメリカ生まれが 80.5 パーセント，外国生まれが 19.5 パーセント
であった 24）。
そして精神疾患者の 82.6 パーセントが完全に公費で扶養されていた。完全に私費で入院し








れ，そのうちの 26 パーセントがニューヨーク州の住民になった 26）。そこで，ニューヨーク州
における精神疾患者に対するケアの歴史を概観しておく。
1736 年にニューヨーク市立感化矯正院（Publick Workhouse and House of Correction of the City 
of New York）と呼ばれる施設が建設され，そこに乱暴者，貧困者，高齢者，虚弱者と共に精
神疾患者も収容されていた。精神疾患者にケアと治療を提供するための最初の病院はニュー
ヨーク病院であるが，1771 年にイギリス国王の勅許を受けて 1773 年に建設が開始されたもの
の，完成前に火災で崩壊した。その後独立革命のために建設が遅れ，病院が開設されたのは







1865 年時点でニューヨーク郡とキングス郡を除いて，約 1,400 人の精神疾患者が救貧院に収
容されており，彼らは貧困者として対処されていて医学的ケアを受けていなかった。州立精神
病院の患者収容可能数は，わずか 600 人であった。そのため，1865 年に貧困で慢性的な精神
疾患者のためのウィラード精神病院を建設する法案が，議会で通過した。ウィラード精神病















ていた。料金は長年週 3.5 ドルであったが，19 世紀末に週５ドルに値上がりし，年間 50 万ド
ルに達していた 31）。
1903 年 12 月 31 日現在で入院中の精神疾患者数は全国で 150,151 人，そのうち外国生まれと
判明していたのは 47,078 人（31.4 パーセント）であった。これに対してニューヨーク州では，
精神疾患者数は 26,176 人でそのうち外国生まれは 11,858 人（45.3 パーセント）と，精神疾患
者に占める移民の比率が全国平均よりかなり高かった。言い換えると，外国生まれの精神疾患
者の約四分の一はニューヨーク州の病院に収容されていたのである 32）。ニューヨーク州にお
ける精神病院の患者数は 1890 年の 16,006 人から，1900 年には 23,778 人と 48.05 パーセント増
加し，1910 年には 32,658 人と 37 パーセント増加した。1912 年には 31,432 人の患者のうち，
41.09 パーセントが外国生まれであった。1911 年９月 30 日までの１年間に州が精神疾患者の
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1890 年の『アメリカ医師会雑誌（Journal of the American Medical Association）』では，海員病






































































ス島に上陸した 497,791 人の三等船室客と 68,192 人の一・二等船室客を検査するのに，公衆衛
生局の８人の医師と，１人の客室係しかいなかった。３年経っても，医療検査とエリス島の移
民のための病院の運営を行うのにわずか 16 人の担当官しかいなかった。1914 年までにその数
は 25 人に増加したが，それでも不十分であった 46）。
それでは，実際にはどのくらいの数の精神疾患者が，連邦法に基づいて入国拒否及び本国送
還されたのであろうか。1905 年までは，精神疾患のために入国を拒否された移民は年間せい













ク州の病院から，年間最大 222 人の外国人が本国に送還された。1907 年には，両者とも３年
以内であれば本国に送還することが可能になり，この法律の下で 1910 年９月 30 日までの１年
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